
宮
城
・多
賀
城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
多
賀
城
市
市
川

・
浮
島

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
〇

。
六

一
次
調
査
　
一
九
九

一
年

（平
３

五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
真
山
　
悟

・
柳
沢
和
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

多
賀
城
は
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
陸
奥
国
府
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
鎮
守

府
も
併
置
さ
れ
て
い
た
。
遺
跡
は
、
仙
台
平
野
の
北
東
端
に
位
置
す
る
標
高
二

Ｏ
ｉ
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
塩
釜
丘
陵
の
西
端
に
立
地
し
て
い
る
が
、
外
郭
南
辺
及
び

西
辺
の
一
部
は
標
高
四
ｍ
ほ
ど
の
沖
積
地
に
も
及
ん
で
い
る
。
外
郭
は

一
辺
六

七
〇
ぞ

一
〇
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
の
不
整
方
形
を
な
し
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
東
西

一
〇

三
ｍ
。
南
北

一
一
六
ｍ
の
政
庁
跡
が
あ
る
。　
一
九
九

一
年
に
木
簡
が
出
土
し
た

の
は
第
六
〇
次

。
第
六

一
次
調
査
で
あ
る
。

一　
第
六
〇
次
調
査

第
六
〇
次
調
査
は
、
多
賀
城
跡
の
北
東
部
に
あ
る
外
郭
東
関
の
南
西
側
に
隣

接
す
る
通
称
大
畑
地
区
を
対
象
に
実
施
し
た
。
こ
の
地
区
は
、
標
高
四
〇
を
五

Ｏ
ｍ
で
多
賀
城
跡
で
は
最
も
標
高
が
高
く
、
南

へ
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
丘
陵
平

坦
面
で
あ
る
。
こ
の
地
区
で
は
今
回
を
合
め
て
こ
れ
ま
で
六
次
に
わ
た
る
調
査

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
を
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物

・
竪
穴
住
居

・
井
戸

・
溝
な
ど
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。
木
筒
が
出
土
し
た

の
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
二

一
〇

一
で
、
木
簡
四
三
点
、
付
札
状
木
製
品
二
点
の
ほ
か
、

漆
紙
文
書

一
〇
点
、
土
師
器

・
須
恵
器

。
木
製
品

・
種
子
類

・
貝
類
な
ど
多
量

の
遺
物
が
出
土
し
た
。
土
師
器
の
年
代
は
い
ず
れ
も
九
世
紀
前
半
の
も
の
で
ま

と
ま
っ
て
お
り
、
木
簡
そ
の
他
の
遺
物
も
同

一
時
期
に
合
め
う
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
漆
紙
文
書
に
は
、
弘
仁

一
二
年

（八
二
こ

の
具
注
暦
や
天
長
七

年

（全
二
〇
）
の
年
紀
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
賀
城
跡
で
は
、
木

簡
は
い
ず
れ
も
外
郭
付
近
の
低
地
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
に
丘
陵

上
か
ら
出
土
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
一　
第
六

一
次
調
査

第
六

一
次
調
査
は
、
多
賀
城
跡
南
辺
中
央
部
の
通
称
鴻
の
池
地
区
を
対
象
に

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
、
政
庁
西
側
か
ら
南

へ
下
る
谷
が
外
郭

南
辺
築
地
に
よ
っ
て
せ
き
止
め
ら
れ
て
形
成
さ
れ
た
池
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
現
在
で
は
低
湿
地
に
な
っ
て
い
る
。
堆
積
環
境
は
低
湿
地
↓
浅
い
池

な
い
し
沼
↓
低
湿
地
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木
筒
は
池

な
い
し
沼
の
後
に
形
成
さ
れ
た
低
湿
地
の
段
階
の
層
位
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の

地
区
で
は
今
回
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
四
次
に
わ
た
る
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

土
師
器

・
須
恵
器

。
須
恵
系
土
器
や
、
未
製
品
を
含
む
多
量
の
木
製
品
が
出
土
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し
て
い
る
。
ま
た
第
八
次

・
第
二
〇
次
調
査
で
は
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
今

回
の
調
査
で
は
木
簡
三
点

・
付
札
状
木
製
品
二
点
の
ほ
か
、
漆
紙
文
書

一
点
が

出
上
し
た
。

Ｓ
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

一　
第
六
〇
次
調
査
井
戸
Ｓ
Ｅ
二

一
〇

一

③
　
。
「
＜
丈

マ
子
廣
成
米

×

□
□
清
足
米
捌

×

。
「
＜
合
壱
斗
伍
升

十

二

月

三

日

　

　

　

　

　

　

　

　

（
じ

溢

巽

Ь

寓

Φ

①
　
。
「
＜
黒
春
米

一
斗

。
「
ｒ
＼
口
］
一
一日
刀
＋
―
一ハ
由口
＋
入
マ
ヱ
」
萌
螂
ヵ
〕　

　
　
　
　
　
　
　

（『Φ）
×
μ∞
×
∞
　
⇔∞∞

③
　
長
丈
部
□
…
…
□
□
□

木
簡
は
全
部
で
四
三
点
で
、
こ
の
う
ち
二
八
点
は
削
暦
で
あ
る
。
右
に
掲
げ

た
も
の
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
小
片
で
判
読
で
き
な
い
。
①
は
表
に
四
行
、
一暴
に

五
行
あ
り
、
各
行
は
そ
れ
ぞ
れ
人
名
十
日
数
＋
（出
米
）
十
数
量
か
ら
な
る
。
多

賀
城
内
に
何
ら
か
の
形
で
勤
務
す
る
人
々
に
米
を
支
給
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ

る
が
、　
一
日
あ
た
り
の
支
給
量
は
均
等
で
は
な
い
。
②
の

「丈

マ
廣
山
」
は
①

の

「廣
山
」
と
同

一
人
物
と
み
ら
れ
る
。
裏
面
に
軍
団
の

「火
長
」
が
み
え
る
。

③
⑭
も
米
の
支
給
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
は
削
暦
七
点
を
接
合
し
て
二

片
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
削
暦
は
こ
の
ほ
か
に
二
六
点
出
土
し
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち

一
五
点
は
文
字
の
類
似
、
木
目
の
様
子
な
ど
か
ら
０
と
同

一
木
簡
と

考
え
ら
れ
る
。

①
　
。
「
廣
山
二
日
出
米
九
升

【日
ヵ
〕

宮
成
五
□
出
□
斗

刀
良
□
三
日
□
斗

〔
日
出
己

小
黒
栖
四
□
□
五
升
五
合
」

〔出
ヵ
〕

。
「
子
黒
□
□
米

一
日
五
升

〔日
出
米
己

乙
万
呂
七
□
□
□
□
升

〔里
ど
楢
力
〕

□
□
□
日
出
米
国
升

〔出
米
≧

直
□
八
日
□
□
五
升

子
□
□
二
日
出
米
四
升
　
」

〔廣
己

②
　
・

丈

マ
廣
山
　
右
件
□

×

・
　
　
　
　
火
長
丈
マ
Ｘ

ド
ド
Φ
×

∞
Ｎ
×

『
　

Ｏ
Ｐ
μ

（μ『∞）
×
〕卜
×
⇔
　
〇∞
μ



Ｌ
磯
磯
‰
♭

け
磯
『
磯
♭

一
ｌ
ω

一
ｌ
⑥



一
一　
第
六

一
次
調
査
出
土
木
簡

〔衣
力
〕

①
　
　
□
□
固
有
有
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（顔
ｙ
中受
『
Φ謬

②

　

「
＜
三
十
三
升
二
合
口
口
　
　
　
　
　
　
　
（岸こ

遜
契
∞
Φ毬

ω
②
の
廃
乗
年
代
は
、
木
簡
が
出
上
し
た
層
位
及
び
共
伴
す
る
遺
物
に
よ
り
、

ω
が
九
世
紀
後
半
、
②
が
九
世
紀
中
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
他

に
、
山
物
の
底
板
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が

一
点
あ
る
が
、
文
字
は
判
読

で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

『
官
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報

　
一

九
九

一
』
（
一
九
九
二
年
）

（鈴
木
拓
也
）
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